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It is not easy to achieve an azido–type selective cycloaddition of a multiazido compound 
with alkynes using a copper catalyst. Herein, we report an azido–type selective triazole 
formation using thioalkynes under Ir–catalyzed conditions. The method was successfully 
applied to the synthesis of a triazide molecule, which served as a good platform for efficient 
three sequential triazole formations. 
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	 銅触媒を用いたアルキンとアジドとのクリック反応 1を用いて、複数のアジド基を
区別してトリアゾール形成を行うことは容易ではない。これに対して、今回我々は、
イリジウム触媒存在下、チオアルキン 2を用いることで異種アジド選択的にトリアゾ
ール形成が進行することを見いだした。本手法により、ベンジルアジド、フェニルア
ジド、アダマンチルアジドの３種のアジドのうち、ベンジルアジドを優先して反応さ
せることに成功し、ジアジド 3を効率よく合成することができた。また、つづくチオ
基の官能基変換によってトリアジド型プラットフォーム分子 4 を簡便に合成するこ
とにも成功した。トリアジド 4に対して、３種のアルキンの逐次連結を試みたところ、
２度の異種アジド基選択的反応と、残ったアダマンチルアジドの環状アルキンとのト
リアゾール形成反応が問題なく進行し、効率的な３分子集積に成功した。 
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